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第 49回 日本死の臨床研究会 年次大会 

 協賛・ご支援のお願い 
 

謹啓 

時下、貴社におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

このたび、第49回日本死の臨床研究会 年次大会を2026年10月31日（土）・11月1日（日）の2

日間、ハイブリッド形式にて、山梨県立大学池田キャンパス（山梨県甲府市）で開催すること

となりました。 

 本大会は49回目を迎えました。日本死の臨床研究会は1977年に設立され、｢死の臨床にあって

患者と家族に対する真の援助の道を全人的立場から研究する｣ことを目的とする研究会です。  

年次大会は今回で49回目を迎え、山梨での開催は初となります。 

「49」の数字は、四苦八苦の四苦につながり、四苦とは生老病死を指します。 

生きること、生きていること、老いること、やむこと、そして死にゆくこと、すべてを受け

入れて大切な時間を皆様と共有したいと思い、テーマは、「原点回帰－生、そして死を慈し

む－」としました。死の臨床に携わる皆様にとって、その道を歩み始めるきっかけとなった

「原点」を、あらためて振り返る機会になればと願っております。本研究会の年次大会で年

に一度そのような時間を持つことも大切なのではないでしょうか。1977年に始まった年次大

会、本会を設立された方々の強い想い、そしてその後も脈々と引き継ぎ、発展させてこられ

た先達の思い---。その歩みと心を大切にしたいという気持ちから、今回のテーマに「原点

回帰」という言葉を使わせていただきました。 

本会の運営費は会員の参加費やご寄付を主な財源としていますが、抄録の作成、当日の

運営等、開催に当たって多くの経費が必要となります。 

つきましては、厳しい経済情勢下で大変恐縮ですが、上記趣旨についてご理解とご賛同

をいただき、ご高配賜りたくお願い申し上げる次第です。 

未筆ではございますが、貴社の今後益々のご発展をお祈り申し上げます。 

謹 白 

 

2025年11月吉日 

第49回日本死の臨床研究会 年次大会 

大会長  中村陽一 

東邦大学医学部 臨床腫瘍学講座  

緩和医療学分野 教授 

 

大会長 前澤 美代子 

山梨県立大学大学院看護学研究科 教授 
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【開催概要】 
 

 
 

１．大会名 ： 第49回日本死の臨床研究会 年次大会 

 

２．主催機関ならびに責任者： 

  一般社団法人 日本死の臨床研究会 

  大会長  中村陽一（東邦大学医学部 臨床腫瘍学講座 緩和医療学分野 教授） 

大会長  前澤美代子（山梨県立大学大学院看護学研究科 教授） 

            

３．会 期 ：   2026年10月31日（土）～11月1日（日） 

 

４．会 場 ： 山梨県立大学 池田キャンパス 

〒400-0062 山梨県甲府市池田1-6-1   TEL：055-253-7780（代表） 

 

５．参加予定人数 ： 約1000～1400名。 

医療関係者、一般市民、臨床宗教家、哲学者、患者や家族・遺族、看護学生など。 

 

６．学会の概要 ：  

日本死の臨床研究会は、｢死の臨床にあって患者と家族に対する真の援助の道を全人的立場

から研究する｣ことを目的とする研究会である。  

1977年より活動を開始し、年次大会は今回で49回目を迎える。山梨での開催は初となる。 

 

７．大会長   ： 中村陽一 （東邦大学医学部 臨床腫瘍学講座 緩和医療学分野 教授） 

前澤美代子（山梨県立大学大学院看護学研究科 教授） 

              

 

８．事務局 ： 

山梨県立大学 看護学部 准教授 高岸弘美 

〒400-0062 山梨県甲府市池田１－６－１ 

TEL/FAX：055‐253‐9069 

   E-mail：htakagishi@yamanashi-ken.ac.jp 

  

about:blank
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２．第49回日本死の臨床研究会 年次大会 実行委員 

お名前  ご所属 

中村 陽一 大会長 
東邦大学医療センター大森病院 緩和ケアセンター部長 

東邦大学医学部緩和ケア科 教授 

前澤 美代子 大会長 山梨県立大学大学院看護学研究科・看護学部 教授 

高岸 弘美 事務局長 山梨県立大学大学院看護学研究科・看護学部 准教授 

茅根 義和 実行委員 大森赤十字病院 訪問診療科 部長 

大嶋 健三郎 実行委員 新横浜リハビリテーション病院 緩和ケア病棟 

三枝 好幸 実行委員 
桜町病院聖ヨハネホスピス ホスピス科部長 

日本死の臨床研究会 代表理事 

阿部 文明 実行委員 山梨県立中央病院 緩和ケアセンター統括部長 

飯嶋 哲也 実行委員 山梨大学医学部附属病院 麻酔科・緩和ケア科 

今井 洋介 実行委員 長岡西病院 ビハーラ病棟 緩和ケア科部長 

入澤 亜希 実行委員 一般社団法人 葵の空 在宅看護センター 

長田 明 実行委員 つくばセントラル病院 緩和ケア科／緩和ケア医と旅に出る会 

柏木 夕香 実行委員 新潟県立がんセンター新潟病院緩和ケアセンター看護師長 

粕田 晴之 実行委員 済生会宇都宮病院 緩和ケアセンター 部長 

川島 夏希 実行委員 筑波大学医学医療系 緩和支持治療科 

岸田 さな江 実行委員 獨協医科大学病院 がん看護専門看護師 

小林 紘 実行委員 AOI国際病院 緩和ケア科 

佐々木 祐子 実行委員 新潟青陵大学 看護学部 教授 

笹本 肇 実行委員 原町赤十字病院緩和ケア科部長兼検査部長 

佐山 順子 実行委員 彩の国東大宮メディカルセンター 

篠原 靖志 実行委員 さんむ医療センター 院長 

髙宮 有介 実行委員 昭和医科大学医学部医学教育学講座 客員教授 

手渡 和子 実行委員 国立病院機構千葉医療センター 

林 章敏 実行委員 日野原記念ピースハウス病院 副院長 

原 敬 実行委員 さいたま赤十字病院緩和ケアセンター 
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平方 眞 実行委員 愛和病院 副院長 

平野 裕子 実行委員 埼玉県立大学 保健医療福祉学部看護学科 准教授 

平山 功 実行委員 群馬県済生会 前橋病院 緩和ケア内科 

三宅 智 実行委員 総合病院 土浦協同病院 

本松 裕子 実行委員 東京科学大学病院 看護師長 

柳澤 実和 実行委員 アロマセラピーサロンflow アロマセラピスト 

矢吹 律子 実行委員 筑波メディカルセンター 緩和医療科 

山下尚美 実行委員 東邦大学看護学部 講師 

横関 祐子 実行委員 長野保健医療大学 看護学部 講師 

横山 太郎 実行委員 横山医院 在宅・緩和クリニック 

 

３．収支予算計画 

【収入】 

項 目 金 額 詳 細 

学会参加費  14,000,000 10000円×1400名 

学会準備金 2,000,000 本部より貸付金（返金必要） 

学会助成 500,000 勇美記念財団へ申請予定 

寄付金 1500000  

収入合計 18,000,000  

   
 

【支出】   

項 目 金 額 詳 細 

守衛費用 50,000 2日間  

飲食費 2,550,000 参加者昼食費 等 

配信運営費 

印刷関連作成費 
7900,000 

パソコン、プロジェクター、マイク他 

オンライン配信機材費・運営費用 

HP作成、抄録データ作成、チラシデザイン・

印刷 

講師謝礼金（交通費含） 1,500,000  

事務処理費・その他 2,500,000 源泉徴収費等 本部への貸付返還金 

駐車場整理費、バス借り

上げ費 

消耗品など 

3,500,000 
雑費、消費税、事務用品費、システム利用

料等 

支出合計 1800,000   
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 展示ブースの概要について  

 

① 公開時間（予定） 

2026（令和 ８）年 10月 31 日（土）・11月1日（日）8：30～16：00 

② 搬入・搬出について ＊搬入は土曜日 朝 8:00～8:30も可能 

搬入：2026 年 10 月 30 日（金） 16：30～18:30

搬出：2026年 11 月  1 日（日） 15：00～16:00 

 
 小間料金・お申込み  

 

① 小間料金 ￥50,000/1 小間 募集枠は 5 社まで（予定） 

② 展示台 (会議机): W1800 mm x D450 mm x H700 mm (予定) ＊看板等はなし＊ 

③ 小間レイアウト 

出展申し込み締め切り後、事務局にて小間レイアウトを決定します。 

④ 参加証・抄録集 

出展１小間につき「参加証・抄録集」を２部 ご提供します。 

⑤ 防火・防災 

・会場では火気の使用及び危険物の持ち込みを一切禁止します。 

・消火設備（スプリンクラー）を妨げる装飾物の設置は禁止します。 

 ⑥その他：教室1部屋を1社で使用希望の場合、事務局と応相談 
 

 

 
 

 抄録集の広告掲載の募集要項  

ア） 広告媒体名称：第49回 日本死の臨床研究会 年次大会 抄録集 

 

イ） 発行：1000部 

ウ） 配布対象：会員及び参加者

エ） 募集総額 ５５万円 

オ） 掲載料 Ａ４版１ページ（カラー） ７万円 × ３枠（予定） 

※表紙部の表２，３，４に掲載 

            Ａ４版１ページ（モノクロ） ５万円 × ２枠（予定） 

Ａ４版１/２ページ（モノクロ） ３万円 × ８枠（予定） 

※本文に掲載 

カ） 印刷製本費 １５０万円（一部カラー１００頁） 
 

 

  

展示ブース 募集要項 

広告掲載 募集要項 
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【お申込みについて】 

コマ数に限りがあるため、先着順となります。 

 

申込用紙にご記入のうえ、２０２６ 年４月３０日（金）までに申し込み用のＦＡＸにて下

記運営事務局までお申し込み下さい。 

お申し込み後に、共催費の請求書を発行致しますので指定の銀行口座にお振込みをお願い致

します。尚、お振込み手数料は共催社様にてご負担願います。 

 

振込口座 

金融機関：山梨中央銀行 

支店名 ：下飯田支店 

預金種別：普通預金 

口座番号：２７７１８１ 

口座名義：第４９回日本死の臨床研究会 年次大会 

       ダイヨンジュウキュウカイニホンシノリンショウケンキュウカイネンジタイカイ 

インボイス登録番号：Ｔ４０１２７０５００２３４０  

     

 

【お問合せ・お申込み先】 

 

事務局長 高岸 弘美 （山梨県立大学 看護学部 准教授） 

     山梨県立大学 看護学部 高岸研究室 

     〒400-0062 山梨県甲府市池田１－６－１ 

     電話・FAX 055－253－9069（直通） 
               メール htakagishi@yamanashi-ken.ac.jp 

 

  

展示ブース 募集要項 
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第49回日本死の臨床研究会 年次大会 

 ＦＡＸ055-253-9069 事務局・高岸弘美 行 
 

 

事務局： 高岸 弘美 （山梨県立大学 看護学部 准教授） 

     山梨県立大学 看護学部 高岸研究室 

     電話・FAX 055－253－9069（直通） 

E-mail  :htakagishi @yamanashi-ken.ac.jp 

 

送信日  年 月  日 

以下の通り申込みいたします。（該当するものを○で囲んでください）（先着順） 

 
種 別 費用（税込み） 該当するものに○ 備 考 

展示ブース（長机１本分） 50,000 円 
 

（ ）小間分 

広告 A4 1ページ カラー 70,000円 
 

場所は選べません 

広告 A4 1ページ モノクロ 50,000円 
 

場所は選べません 

広告掲載 A4 1/2 モノクロ 30,000円 
 

 

  

お申込み担当者 

会社名 

会社住所 

〒 

担当者名／所属部署名 

E-mail 

 

ＴＥＬ ＦＡＸ 

 

 その他：ご質問・ご相談などあれば以下へお書きください。 

お申込用紙 


